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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙（
定
数
22
）が
３
月
４
日

（
火
）に
告
示
さ
れ
、22
人
が
立
候

補
し
、選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
の

無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。ま
た
、議
会
か
ら
４
人
、各
関

係
団
体
か
ら
３
人
が
推
薦
さ
れ
、

合
わ
せ
て
29
人
の
農
業
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
平
成

29
年
３
月
末
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　
４
月
１
日（
火
）に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
農
業
委
員
会
で
は
、会

長
に
中
早
義
仁
さ
ん
、副
会
長
に

岡
田
敦
雄
さ
ん（
会
長
職
務
代
理

者
）と
中
西
基
博
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。３
月
末
に
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
た
前
委
員
11
人
の

方
に
は
、４
月
９
日（
水
）に
町
長

か
ら
農
地
問
題
等
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、農
業
を
守

り
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
の
行
政
委
員
会
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、﹇
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
﹈に
基
づ
い
て

市
町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
決
ま
っ
た
29
名
の
農
業

委
員
さ
ん
は
、今
後
３
年
間
、農

家
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て

活
力
あ
る
農
業・農
村
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。い
わ
ば
農
家
の
頼
り

に
な
る
相
談
役
で
す
。

　
農
地
の
権
利
移
動
、農
地
転

用
申
請
、遊
休
農
地
解
消
の
措

置
な
ど
農
地
行
政
を
担
い
ま

す
。ま
た
、農
地
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
の
調
査
や
相
続
等
に
よ
る

農
地
の
権
利
取
得
の
届
出
の
受

理・あ
っ
せ
ん
な
ど
の
活
動
も
行
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
業
務
に
よ
り
地

域
に
お
け
る
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
者
の
公
的
な
代
表
機
関

と
し
て
農
地
の
確
保・有
効
利
用

と
担
い
手
の
確
保・育
成
を
中
心

に
地
域
農
業
の
振
興
を
関
係
機

関
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、農
業

委
員
一
人
一
人
が
地
域
の
中
で
農

業
団
体
や
農
業
者・集
落
の
声
を

行
政
や
農
業
政
策
へ
反
映
さ
せ

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
毎
月
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
農
用
地
の
権
利

移
動（
所
有
権
、賃
借
権
、使
用

権
の
設
定
）や
転
用（
農
用
地
以

外
の
用
途
に
使
う
こ
と
）の
許
可

申
請
に
つ
い
て
審
査
し
、判
断
を

行
い
ま
す
。

　
農
地
の
貸
し
借
り
や
転
用
、農

業
者
年
金
な
ど
の
相
談
は
、気
軽
に

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
役
場
産
業
課
内
　
農
業

委
員
会
事
務
局（
℡
７
２
│
１

３
３
７
）

４月から、私たちが新農業委員です。４月から、私たちが新農業委員です。
農家の頼りになる相談役農家の頼りになる相談役

農
業
委
員
会
と
は

中早義仁
（西岩代）

［議会推薦・再任］

稲見好明
（埴田）
［選挙・再任］

津露誠之
（堺）

［選挙・新任］

松本博文
（芝）

[議会推薦・再任]

堀口淳一
（東吉田）
［選挙・新任］

片山雅史
（気佐藤）
［選挙・再任］

入場敏和
（山内）

［農協推薦・新任］

熊代日出夫
（山内）

［農業共済推薦・再任］

形部　実
（山内）
［選挙・新任］

石橋　護
（東岩代）
［選挙・再任］

松川善彦
（東岩代）
［選挙・新任］

会

　長

岡田敦雄
（熊瀬川）
［選挙・再任］

副
会
長（
職
務
代
理
者
）

中西基博
（山内）
［選挙・再任］

副
会
長

山﨑富治
（晩稲）
［選挙・再任］

監

　査
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農家の相談役

農業委員
（敬称略）

平成２６年４月１日～
平成２９年３月３１日

任期

　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

選
挙（
定
数
22
）が
３
月
４
日

（
火
）に
告
示
さ
れ
、22
人
が
立
候

補
し
、選
挙
に
よ
る
農
業
委
員
の

無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し

た
。ま
た
、議
会
か
ら
４
人
、各
関

係
団
体
か
ら
３
人
が
推
薦
さ
れ
、

合
わ
せ
て
29
人
の
農
業
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
平
成

29
年
３
月
末
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　
４
月
１
日（
火
）に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
農
業
委
員
会
で
は
、会

長
に
中
早
義
仁
さ
ん
、副
会
長
に

岡
田
敦
雄
さ
ん（
会
長
職
務
代
理

者
）と
中
西
基
博
さ
ん
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。３
月
末
に
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
た
前
委
員
11
人
の

方
に
は
、４
月
９
日（
水
）に
町
長

か
ら
農
地
問
題
等
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、農
業
を
守

り
農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
の
行
政
委
員
会
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
、﹇
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
﹈に
基
づ
い
て

市
町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
決
ま
っ
た
29
名
の
農
業

委
員
さ
ん
は
、今
後
３
年
間
、農

家
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て

活
力
あ
る
農
業・農
村
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。い
わ
ば
農
家
の
頼
り

に
な
る
相
談
役
で
す
。

　
農
地
の
権
利
移
動
、農
地
転

用
申
請
、遊
休
農
地
解
消
の
措

置
な
ど
農
地
行
政
を
担
い
ま

す
。ま
た
、農
地
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
の
調
査
や
相
続
等
に
よ
る

農
地
の
権
利
取
得
の
届
出
の
受

理・あ
っ
せ
ん
な
ど
の
活
動
も
行
い

ま
す
。こ
れ
ら
の
業
務
に
よ
り
地

域
に
お
け
る
農
地
の
確
保
と
有

効
利
用
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
農
業
者
の
公
的
な
代
表
機
関

と
し
て
農
地
の
確
保・有
効
利
用

と
担
い
手
の
確
保・育
成
を
中
心

に
地
域
農
業
の
振
興
を
関
係
機

関
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、農
業

委
員
一
人
一
人
が
地
域
の
中
で
農

業
団
体
や
農
業
者・集
落
の
声
を

行
政
や
農
業
政
策
へ
反
映
さ
せ

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
毎
月
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
農
用
地
の
権
利

移
動（
所
有
権
、賃
借
権
、使
用

権
の
設
定
）や
転
用（
農
用
地
以

外
の
用
途
に
使
う
こ
と
）の
許
可

申
請
に
つ
い
て
審
査
し
、判
断
を

行
い
ま
す
。

　
農
地
の
貸
し
借
り
や
転
用
、農

業
者
年
金
な
ど
の
相
談
は
、気
軽
に

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
役
場
産
業
課
内
　
農
業
委

員
会
事
務
局（
℡
72
│
１
３
３

７
）

農
業
委
員
会
の
業
務

委
員
会
を
毎
月
開
催

①
農
地
行
政
を
担
う

　
　
　
　
　行
政
委
員
会

②
地
域
農
業
振
興
の

　
　
　
　
　
推
進
組
織

③
農
業
者
の

　
　
　
　公
的
代
表
組
織

６
月
の
農
業
委
員
会
は

　
　
　
　
休
会
し
ま
す

尾﨑秀幸
（西岩代）
［選挙・再任］

井出典男
（谷口）

［選挙・新任］

宮本豊次
（筋）

［選挙・再任］

田上　彰
（徳蔵）
［選挙・再任］

硲　一弘
（熊岡）
［選挙・新任］

水本孝雄
（晩稲）

［議会推薦・再任］

大西　孝
（晩稲）

［土地改良区推薦・再任］

坂本国之
（東本庄）
［選挙・新任］

中松郁夫
（東本庄）
［選挙・再任］

畑野寿孝
（西本庄）
［選挙・新任］

井口　清
（西本庄）
［選挙・再任］

永井　誠
（市井川）
［選挙・再任］

舩山　守
（東神野川）
［選挙・新任］

大野好治
（清川）

［議会推薦・再任］

山崎武志
（清川）
［選挙・新任］
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文

　化

　賞

文化賞
受賞おめでとうございます

　
３
月
31
日（
月
）、平
成
25
年
度
み
な
べ
町
文
化
賞・ス
ポ
ー
ツ
賞
の
授
与
式（
町
文
化
協

会・町
体
育
協
会
主
催
）が
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
賞
は
平
成
25

年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。な
お
、学
年
は
３
月
31
日
現
在
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
第
41
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド・カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
全
国
大
会
　
銅
賞
＝
尾
田

真
人（
立
正
大
学
淞
南
高
１
年
）

▽
第
15
回
高
校
生
国
際
美
術
展（
美

術
の
部
）　
奨
励
賞
＝
竝
木
衣
久
美

（
南
部
高
３
年
）

▽
全
国
高
校
生
現
代
ア
ー
ト
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
展
　
入
選
＝
舩
山
真
央（
南

部
高
３
年
）

▽
第
36
回
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展

優
秀
賞
＝
鴻
谷
緋
渚（
岩
代
小
３

年
）

▽
ゆ
う
ち
ょ
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン

ク
ー
ル
　
す
ご
い
ア
イ
デ
ア
で
賞
＝

鈴
木
日
菜
子（
上
南
部
小
１
年
）

▽
第
60
回
日
本
学
書
展
　
準
特
選

＝
出
合
瑠
奈（
上
南
部
小
１
年
）、清

水
快
音（
同
３
年
）、片
岡
大
輝（
南

部
小
３
年
）

▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
平
和
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
佳
作
＝
米
澤
倫

世（
上
南
部
小
５
年
）

▽
県
学
校
美
術
展
　
特
選
＝
尾
﨑

南
海（
南
部
幼
）、金
川
龍
斗（
高
城

保
）、久
保
美
法（
上
南
部
小
２
年
）、

金
川
瑠
菜
、森
本
愛
梨（
以
上
、高
城

小
２
年
）、池
田
陸
人（
清
川
小
２

年
）、坂
本
七
海
、中
山
玲（
以
上
、上

南
部
小
４
年
）、榎
本
汐
里（
上
南
部

小
５
年
）、小
谷
晃
喜（
岩
代
小
６

年
）、寺
西
も
え（
南
部
中
１
年
）、西

山
佳
希（
上
南
部
中
１
年
）、岩
崎
授

里
有（
高
城
中
１
年
）、調
子
ち
え

（
南
部
中
２
年
）、西
野
茜（
高
城
中

３
年
）

▽
第
67
回
　
県
科
学
作
品
展
示
会

　
奨
励
賞
＝
政
井
一
槻（
南
部
小
１

年
）、中
本
翔
瑛（
岩
代
小
２
年
）、中

松
宗
一郎（
上
南
部
小
４
年
）

▽
第
65
回
県
書
初
会
中
央
展
　
特

選
＝
松
本
有
里
菜（
南
部
小
２
年
）、

岡
﨑
世
依（
上
南
部
小
２
年
）、瀧
谷

陽
斗（
南
部
小
３
年
）、瀧
川
直
樹

（
上
南
部
中
２
年
）

▽
同
　
準
特
選
＝
中
本
千
尋
、松
本

菜
乃
子（
以
上
、南
部
小
２
年
）、早

田
衣
吹（
清
川
小
３
年
）、西
川
怜

那
、三
前
美
月（
以
上
、南
部
小
４

年
）、南
一
希（
岩
代
小
４
年
）、瀧
川

悠
羽（
上
南
部
小
４
年
）

▽
県
高
等
学
校
書
初
会
　
準
特
選

＝
山
﨑
智
未（
田
辺
高
３
年
）

▽
第
35
回
県
小
中
学
生
珠
算
大
会

４
年
生
の
部
　
団
体
優
勝
＝
川
西

紘
太
郎
、西
端
泉
美（
以
上
、南
部
小

４
年
）、堺
目
愛
和（
上
南
部
小
４

年
）

▽
同
大
会
　
個
人
優
勝
＝
川
西
紘

太
郎（
南
部
小
４
年
）

▽
同
大
会
５
年
生
の
部
　
団
体
優
勝

＝
早
川
明
優
花
、中
川
未
空（
以
上
、

南
部
小
５
年
）、堀
口
楓
佳（
上
南
部

小
５
年
）

▽
同
大
会
　
個
人
優
勝
＝
早
川
明

優
花（
南
部
小
５
年
）

▽
同
大
会
６
年
生
の
部
　
団
体
優
勝

＝
山
下
歩
里
、中
川
颯
真（
以
上
、南

部
小
６
年
）、林
夏
夢（
上
南
部
小
６

年
）

▽
同
大
会
　
個
人
優
勝
＝
林
夏
夢

（
上
南
部
小
６
年
）

▽
同
大
会
中
学
生
の
部
　
団
体
優

勝
＝
川
西
美
穂（
南
部
中
１
年
）、小

林
莉
央（
南
部
中
２
年
）、西
原
瑠
菜

（
上
南
部
中
２
年
）

▽
同
大
会
中
学
生
の
部
　
個
人
優

勝
＝
川
西
美
穂（
南
部
中
１
年
）

▽
全
日
本
通
信
珠
算
大
会
県
中
学

生
の
部
　
団
体
優
勝
＝
川
西
穂
乃

香（
南
部
中
３
年
）

▽
あ
ん
ざ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
和
歌
山
県
大

会
読
上
暗
算・フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
　
優

勝
＝
池
添
徳
晃（
田
辺
中
３
年
）

＊
授
与
式
に
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
裏
表
紙
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
賞

スポーツ賞
平成25年度に活躍されたみなさま

▽
近
畿
陸
上
競
技
協
会
　
春
日
賞

＝
鈴
木
忍（
埴
田
）

▽
２
０
１
３
少
林
寺
拳
法
世
界
大
会

中
学
生
団
体
の
部
優
勝
＝
小
西
悠

介
、沖
見
史
哉
、森
星
奈（
以
上
、南

部
中
３
年
）、児
玉
悠
、上
野
恵
吾
、

中
川
七
海（
以
上
、南
部
中
２
年
）

▽
県
少
林
寺
拳
法
大
会
　
一
般
男
子

２
段
の
部
組
演
武
優
勝
＝
玉
口
徹

（
西
本
庄
）

▽
第
50
回
近
畿
地
区
高
等
専
門
学

校
体
育
大
会
　
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル

ス
の
部
優
勝
＝
谷
川
公
実
子（
和
歌

山
高
専
５
年
）

▽
第
48
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体

育
大
会
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

準
優
勝
＝
和
田
穂
乃
香（
和
歌
山
高

専
３
年
）

▽
第
52
回
全
日
本
競
歩
輪
島
大
会

　
女
子
１・２
年
３
㎞
競
歩
の
部
２
位

＝
磯
崎
春
香（
熊
野
高
２
年
）　

▽
第
37
回
近
畿
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
　
優
勝
＝
谷
本
優
花
、辻
本

晴
香
、清
水
乙
羽
、井
上
麻
里
亜（
以

上
、上
南
部
小
６
年
）、茶
園
萌
恵
、

冨
永
萌
、政
井
彩
名
、阪
本
愛
美
、中

川
未
空
、山
本
恵
未（
以
上
、南
部
小

５
年
）、植
野
優
華
、坂
本
愛
夢（
以

上
、岩
代
小
５
年
）

▽
極
真
空
手
神
戸
カ
ッ
プ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
４
年
中
級
　
個
人
２
位
＝
内
川

旺
亮（
岩
代
小
４
年
）

▽
少
林
寺
拳
法
全
国
少
年
少
女
錬

成
大
会
　
小
学
生
有
段
の
部
組
演

武
入
賞
＝
畑
垣
聖
、南
部
慶
道
、中

川
弘
陸
、花
光
大
生（
以
上
、南
部
小

６
年
）

▽
同
大
会
　
小
学
生
１
級
の
部
組
演

武
入
賞
＝
阪
口
稜
真
、湯
川
善
徳

（
以
上
、南
部
小
５
年
）

▽
同
大
会
　
小
学
生
５
級
の
部
組
演

武
入
賞
＝
小
西
杏
奈
、山
下
大
和

（
以
上
、南
部
小
３
年
）、畑
野
結
月
、

藤
原
匠（
以
上
、上
南
部
小
３
年
）

▽
同
大
会
　
小
学
生
６
級
の
部
組
演

武
入
賞
＝
小
田
愛
里（
清
川
小
５

年
）、泰
地
音
羽（
南
部
小
４
年
）

▽
同
大
会
　
小
学
生
見
習
い
〜
７
級

の
部
組
演
武
入
賞
＝
民
野
裕
大
、坂

本
龍
成（
以
上
、南
部
小
３
年
）

▽
同
大
会
　
小
学
生
団
体
演
武
の

部
入
賞
＝
坂
本
夏
美
、前
田
明
日
香

（
以
上
、南
部
小
５
年
）、南
部
琴
子
、

大
山
葵
、坂
本
一
樹
、前
田
知
範（
以

上
、南
部
小
４
年
）

▽
第
42
回
関
西
連
盟
春
季
大
会
和

歌
山
ブ
ロッ
ク
予
選
　
優
勝
＝
下
村

太
輝（
清
川
中
３
年
）

▽
第
44
回
日
本
少
年
野
球
選
手
権

大
会
県
支
部
予
選
　
優
勝
＝
梅
本

翔
栄（
南
部
中
３
年
）

▽
第
43
回
日
本
少
年
野
球
春
季
全

国
大
会
県
支
部
予
選
　
優
勝
＝
久

保
絢
生
、三
尾
拓
也（
以
上
、南
部
中

３
年
）

▽
県
少
林
寺
拳
法
大
会
　
小
学
生

団
体
演
武
の
部
優
勝
＝
田
名
真
義

（
南
部
小
５
年
）

▽
県
新
体
操
ジ
ュニ
ア
選
手
権
大
会

　
小
学
生
の
部
個
人
総
合
優
勝
＝

西
山
雛
希（
上
南
部
小
５
年
）

▽
第
11
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球

大
会
県
予
選
会
　
小
学
３
年
生
以

下
の
部
優
勝
＝
小
川
京
介（
南
部
小

３
年
）

▽
第
43
回
県
学
童
選
手
権
和
歌
山

県
大
会
　
優
勝
＝
安
井
謙
介
、宮
本

楓
基
、宮
本
真
光
、大
野
和
巳
、坂
本

隆
飛
、坂
口
温
哉
、岩
本
拓
真
、岩
本

大
輝
、安
井
康
馬
、武
田
詠
治
、田
上

大
翔（
以
上
、上
南
部
小
６
年
）、前

田
雄
史
、田
中
大
暉
、越
本
聡
太
、坂

本
将
哉
、久
保
遼
介
、大
野
佑
馬
、小

山
巧
真
、川
畑
直
生（
以
上
、上
南
部

小
５
年
）、宮
本
矩
琉（
上
南
部
小
４

年
）

広報みなべ　2014.5

5



４
月
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
み
な
べ
町
役
場
、町
内
の
小
中
学
校
で

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（
　
）内
は
旧
職
名
で
す
。

新
規
採
用
者

楠本紋加 （芝）

いつまでも初心の気持ちを大切
にし、誠意を持って仕事に取り組
んでいきたいです。

総務課主事補総務課主事補

４
月
か
ら
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
参
事
級

▼
参
事 

総
務
課
検
査
室
長

　伏

見
文
雄（
参
事

　建
設
課
長
）

▼
参
事 

総
務
課
長

　松
川
史
朗

（
総
務
課
長
）

▼
参
事 

産
業
課
長

　硲
崇（
産

業
課
長
）

▼
参
事 

う
め
課
長
兼
う
め
２１
研

究
セ
ン
タ
ー
長

　林
秀
行（
う
め

課
長
兼
う
め
２１
研
究
セ
ン
タ
ー

長
）

▼
参
事 

建
設
課
長

　中
松
啓
次

（
参
事 

上
下
水
道
課
長
）

■
課
長
級

▼
住
民
福
祉
課
長

　木
村
周
平

（
保
健
福
祉
課
長
）

▼
生
活
環
境
課
長

　西
口
文
治

（
住
民
環
境
課
長
）

■
副
課
長
級

▼
総
務
課
副
課
長

　井
上
弘

（
総
務
課
主
幹
）  

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長

　谷
村

行
則（
住
民
環
境
課
副
課
長
）

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長

　桂
弘

文（
保
健
福
祉
課
副
課
長
）

▼
住
民
福
祉
課
副
課
長

　平
井

由
紀
美（
住
民
環
境
課
主
幹
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　中
川

好
紹（
上
下
水
道
課
副
課
長
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　四
斗

邊
京
子（
上
下
水
道
課
副
課
長
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　髙
木

裕
子（
上
下
水
道
課
副
課
長
）

▼
生
活
環
境
課
副
課
長

　寺
本

俊
夫（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▼
産
業
課
副
課
長

　稲
田
利
夫

（
建
設
課
副
課
長
）

▼
う
め
課
副
課
長

　岩
本
ひ
ろ

み（
税
務
課
主
幹
）

▼
建
設
課
副
課
長

　中
嶋
和
夫

（
産
業
課
主
幹
）

▼
会
計
課
副
課
長

　片
井
登
志

枝（
う
め
課
主
幹
）

■
主
幹
級

▼
総
務
課
主
幹

　中
野
晴
弘

（
総
務
課
課
長
補
佐
）

▼
総
務
課
主
幹

　前
田
伊
久
雄

（
会
計
課
課
長
補
佐
） 

▼
住
民
福
祉
課
主
幹
兼
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
長

　土
井
幸
代（
保

健
福
祉
課
主
幹
兼
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
長
）

▼
住
民
福
祉
課
主
幹

　和
田
浩

司（
教
育
学
習
課
主
幹
）

▼
住
民
福
祉
課
主
幹

　大
谷

　

佐
良
子（
保
健
福
祉
課
主
幹
）

▼
税
務
課
主
幹

　東
川
智
奈
美

（
議
会
事
務
局
長
補
佐
）

▼
生
活
環
境
課
主
幹

　大
野
弘

人（
上
下
水
道
課
主
幹
）

▼
生
活
環
境
課
主
幹

　前
田
善

伸（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
）

▼
建
設
課
主
幹

　山
下
浩
昭（
建

設
課
課
長
補
佐
）

■
課
長
補
佐
級

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　石

上
千
草（
保
健
福
祉
課
課
長
補

佐
）

▼
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐

　稲

田
久
里
子（
保
健
福
祉
課
係
長
）

▼
生
活
環
境
課
課
長
補
佐

　岩

﨑
道
則（
住
民
環
境
課
課
長
補

佐
）

■
係
長
級

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　小
西
利

博（
保
健
福
祉
課
係
長
）

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　花
光
淑

子（
保
健
福
祉
課
係
長
）

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　新
谷
典

子（
住
民
環
境
課
係
長
）

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　池
端
明

（
上
下
水
道
課
係
長
）

▼
住
民
福
祉
課
係
長

　堀
口
勝

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

▼
生
活
環
境
課
係
長

　柴
田
一人

（
う
め
課
係
長
）

▼
生
活
環
境
課
係
長

　木
田
勝

紀（
住
民
環
境
課
係
長
）

▼
生
活
環
境
課
係
長

　瀧
川
英

之（
上
下
水
道
課
係
長
）

▼
う
め
課
係
長

　鴨
本
博
基（
建

設
課
係
長
） 

▼
建
設
課
係
長

　和
田
佳
秀（
住

民
環
境
課
係
長
）

■
主
任
級

▼
住
民
福
祉
課
主
任

　庄
司
真

弓（
保
健
福
祉
課
主
任
）

▼
住
民
福
祉
課
主
任

　寺
澤
智

美（
保
健
福
祉
課
主
任
）

▼
住
民
福
祉
課
主
任

　泰
地
順

子（
住
民
環
境
課
主
任
）

▼
生
活
環
境
課
主
任

　山
﨑
充

宏（
産
業
課
主
任
）

▼
生
活
環
境
課
主
任

　武
田
孔

秀（
上
下
水
道
課
主
任
）

■
町
長
部
局
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教
育
委
員
会

木村正太 （上富田町）

住民一人ひとりの声を聞き、そ
れに応えられるよう笑顔第一で
がんばります。よろしくお願いし
ます。

みなさんのお役に立てるよう
に、元気と明るい笑顔で頑張っ
ていきます。よろしくお願いしま
す。

住民福祉課主事補住民福祉課主事補

吉本昌史 （西本庄）

教育学習課主事補教育学習課主事補

中田紗希

日々の業務の中で、自分ができ
る仕事を１つずつ増やしていき
たいと思います。よろしくお願い
します。

（田辺市）

建設課主事補建設課主事補

▼
産
業
課
主
任

　川
﨑
卓
也（
上

下
水
道
課
主
任
）

▼
会
計
課
主
任

　寺
本
拓
也（
総

務
課
主
任
）

■
主
事
補
級

▼
総
務
課
主
事
補

　長
尾
勇
助

（
建
設
課
主
事
補

　和
歌
山
県

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収

管
理
組
合
派
遣
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　田
端

純（
住
民
環
境
課
主
事
補
） 

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　中
松

　幹
子（
保
健
福
祉
課
主
事
補
）

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　小
松

駿
斗（
保
健
福
祉
課
主
事
補
）

▼
総
務
課
主
事
補

　楠
本
紋
加

（
新
規
採
用
） 

 

▼
住
民
福
祉
課
主
事
補

　木
村

正
太（
新
規
採
用
）
　

▼
建
設
課
主
事
補

　中
田
紗
希

（
新
規
採
用
）

■
所
長

▼
清
川
保
育
所
長

　中
川
美
恵

子（
清
川
保
育
所
主
任
保
育
士
）

■
主
任
保
育
士

▼
南
部
保
育
所
主
任
保
育
士

　

内
川
智
秋（
南
部
幼
稚
園
教
諭
）

■
保
育
士

▼
上
南
部
保
育
所
保
育
士

　川

畑
茜（
高
城
保
育
所
保
育
士
）

▼
高
城
保
育
所
保
育
士

　日
下

加
奈（
南
部
保
育
所
保
育
士
）

▼
清
川
保
育
所
保
育
士

　野
久

保
綾
彩（
南
部
保
育
所
保
育
士
）

■
参
事
級

▼
参
事 

教
育
次
長
兼
中
央
公
民

館
長

　小
谷
昇
一（
教
育
次
長
兼

中
央
公
民
館
長
）

▼
参
事 

教
育
学
習
課
長

　谷
前

政
宜（
教
育
学
習
課
長
）

■
副
課
長
級

▼
教
育
学
習
課
副
課
長

　鳥
本

み
や
ぎ（
教
育
学
習
課
主
幹
）

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　吉
澤

一男（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）

■
主
幹
級

▼
教
育
学
習
課
主
幹

　谷
本
忠

広（
教
育
学
習
課
課
長
補
佐
）

■
課
長
補
佐
級

▼
教
育
学
習
課
課
長
補
佐

　宮

﨑
明
弘（
保
健
福
祉
課
課
長
補

佐
）

■
係
長
級

▼
教
育
学
習
課
係
長

　大
地
徹

（
保
健
福
祉
課
係
長
）

■
主
事
補
級

▼
教
育
学
習
課
主
事
補

　吉
本

昌
史（
新
規
採
用
）

■
教
諭

南
部
幼
稚
園
教
諭

　髙
垣
祐
子

（
上
南
部
保
育
所
保
育
士
）

■
主
任
級

▼
議
会
事
務
局
主
任

　尾
花
咲

子（
総
務
課
主
事
） 

▼
長
滝
勉（
参
事 

総
務
課
検
査

室
長
） 

▼
安
井
宏
之（
建
設
課
副
課
長
）

▼
湯
川
純
子（
会
計
課
副
課
長
）

▼
梶
本
文
子（
清
川
保
育
所
長
）

▼
宮
﨑
裕
司（
教
育
学
習
課
主

任
）

■
保
育
所

■
教
育
委
員
会
部
局

■
議
会
事
務
局

■
幼
稚
園

■
退
職
者
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４
月
か
ら
新
し
く
臨
時
職
員

と
し
て
、う
め
振
興
館
の
管
理
と

訪
れ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
、施
設

や
町
の
紹
介
、梅
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
う
め
振
興
館
は
、日
本
一の
梅
の

町
を
、全
国
に
情
報
発
信
す
る
拠

点
施
設
で
す
。文
学
、歴
史
、人

物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
梅

を
紹
介
す
る
施
設
で
、道
の
駅
に

も
な
って
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

う
め
振
興
館

﹇
昇
任
﹈（
　
）内
は
前
職

▼
校
長
　
山
本
仁
史（
教
頭
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
橋
本
富
生（
上
南
部

小
）

▼
養
護
教
諭
　
濱
上
亮
子（
和
田

小
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
校
長
　
野
上
有
三（
上
南
部

中
）

▼
教
諭
　
安
井
淳
子（
高
城
小
）

﹇
退
職
﹈

▼
養
護
教
諭
　
芝
接
子

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭 

大
野
万
里
子（
印
南
中
）

▼
教
諭
　
大
野
真
紀（
上
南
部

小
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
頭
　
細
川
安
弘（
清
川
小
）

▼
教
諭
　
蔵
本
江
美（
高
城
小
）

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
前
田
宜
志

▼
養
護
教
諭
　
古
久
保
路
子

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
石
上
貴
一（
高
城
中
）

▼
教
諭
　
玉
置
彩
香（
田
辺
第
三

小
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
頭
　
橋
本
富
生（
南
部
小
）

▼
教
諭
　
倉
貴
美（
印
南
小
）、

大
野
真
紀（
岩
代
小
）、的
場
義

文（
川
辺
西
小
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
諭
　
安
井
淳
子（
南
部

小
）、蔵
本
江
美（
岩
代
小
）、西

川
世
志
子（
朝
来
小
）

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
古
谷
千
恵
美

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
頭 

中
野
晃
宏（
印
南
小
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
細
川
安
弘（
岩
代
小
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
諭
　
木
下
忠
行（
湯
川
中
）、

西
川
京
子（
清
川
中
）、大
木
尚

美（
上
南
部
中
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
諭
　
松
本
典
之（
日
高
中
）、

嶋
西
研
二（
田
辺
中
）、西
宏
美

（
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び
の
丘
）、

宮
里
華
乃
子（
東
和
中
）

﹇
昇
任
﹈（
　
）内
は
前
職

▼
教
頭
　
岡
本
和
広（
教
諭
）

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
校
長
　
野
上
有
三（
南
部
小
）

▼
教
諭
　
西
川
雅
祥（
松
洋
中
）、

藤
本
和
久（
早
蘇
中
）、

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
頭 

古
谷
登（
切
目
中
）

▼
教
諭
　
濱
口
優（
巽
中
）、大
木

尚
美（
南
部
中
）

﹇
退
職
﹈

▼
校
長
　
玉
井
伸
幸

﹇
転
入
﹈（
　
）内
は
前
任
校

▼
教
頭
　
小
川
勇
夫（
清
川
中
）

▼
教
諭
　
下
田
誠
、福
井
知
恵
、

小
山
陽
子（
以
上
、清
川
中
）

▼
養
護
教
諭
　
山
地
眞
弓（
清
川

中
）

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
教
頭
　
石
上
貴
一（
上
南
部
小
）

▼
教
諭
　
田
端
千
恵（
中
津
中
）

﹇
退
職
﹈

▼
教
諭
　
谷
本
良
子

﹇
転
出
﹈（
　
）内
は
新
任
校

▼
校
長
　
宇
和
孝
仁（
中
津
小
）

▼
教
頭
　
小
川
勇
夫（
高
城
中
）

▼
教
諭
　
杉
谷
素
子（
清
流

中
）、下
田
誠
、福
井
知
恵
、小
山

陽
子（
以
上
、高
城
中
）、西
川
京

子（
南
部
中
）、岩
崎
武
司（
中
津

中
）

▼
養
護
教
諭
　
山
地
眞
弓（
高

城
中
）

▼
事
務
職
員
　
雑
賀
亜
紀（
岡

小
）

﹇
敬
称
略
﹈

■
南
部
小
学
校

■
南
部
中
学
校

■
清
川
中
学
校

■
上
南
部
中
学
校

■
高
城
中
学
校

■
上
南
部
小
学
校

■
高
城
小
学
校

■
清
川
小
学
校

■
岩
代
小
学
校
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左から桐本実季さん（晩稲）、前田寿美さん（島之瀬）

　
み
な
べ
町
消
防
団
の
団
長
退

団
式
と
任
命
式
が
行
わ
れ
、荒

堀
和
雄
さ
ん（
山
内
）が
退
団
し
、

新
団
長
に
竹
田
和
久
さ
ん（
晩

稲
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
堀
さ
ん
は
、昭
和
49
年
に
旧

南
部
町
の
消
防
団
に
入
団
以
来

約
40
年
に
わ
た
り
、町
民
の
生
活

を
守
る
た
め
、日
夜
、骨
身
を
惜

し
ま
ず
防
災
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
、こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
、私
た
ち
の
安
全・安
心

な
生
活
を
守
る
た
め
に
、ご
指

導・ご
活
動
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
団
長
を
初
め
、幹
部
の
皆
様

は
次
の
方
々
で
す
。今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
団
長
＝
竹
田
和
久

▼
副
団
長
＝
小
田
清
、湯
川
明

広
、松
川
哲
朗
▼
第
１
分
団 

分

団
長
＝
湯
川
敏
行
、副
分
団
長

＝
井
口
雅
裕
▼
第
２
分
団 

分
団

長
＝
西
原
英
男
、副
分
団
長
＝

庄
司
至
▼
第
３
分
団 

分
団
長
＝

中
西
基
博
、副
分
団
長
＝
武
田

徳
幸
▼
第
４
分
団 

分
団
長
＝
爰

川
明
浩
、副
分
団
長
＝
大
﨑
剛

▼
第
５
分
団 

分
団
長
＝
井
口
廣

文
、副
分
団
長
＝
森
理
晃
▼
第
６

分
団 

分
団
長
＝
永
井
幸
喜
、副

分
団
長
＝
寺
西
克
仁
▼
第
７
分

団 

分
団
長
＝
締
川
義
男
、副
分

団
長
＝
山
本
実
▼
第
８
分
団 

分

団
長
＝
石
上
進
、副
分
団
長
＝

龍
神
睦
男
　〔
敬
称
略
〕

　
３
月
31
日
付
け
で
交
通
指
導

員
を
退
任
さ
れ
た
方
へ
の
感
謝

状
贈
呈
と
新
任
者
へ
の
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
さ
れ
た
指
導
員
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、交
通
安
全
に

対
す
る
指
導
や
啓
発
等
、町
民

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

ご
指
導・ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
新
た
に
任
命
さ
れ

た
皆
さ
ま
は
次
の
方
々
で
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
辻
弘
明（
南
道
）、宮
本
浩
樹

（
東
吉
田
）、森
環
夫（
徳
蔵
）、大

西
年
生（
晩
稲
）、岡
田
好
史（
熊

岡
）、池
本
敦（
西
本
庄
）、栗
山

大
介（
西
本
庄
）、安
井
章（
東
本

庄
）　〔
敬
称
略
〕

　
町
内
の
交
番
と
駐
在
所
の
皆

さ
ん
で
す
。西
本
庄
駐
在
所
の

宮
本
正
男
さ
ん
が
４
月
か
ら
新

し
く
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
つ
も
私
た
ち
の
生
活
を
見

守
り
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
が
ん
ば
って
い
た
だ
い
て

い
る
、頼
り
に
な
る
お
ま
わ
り
さ

ん
で
す
。

　
な
お
、緊
急
の
用
が
あ
る
と

き
に
交
番
や
駐
在
所
が
不
在
の

場
合
は
、田
辺
警
察
署（
℡
23

－

０
１
１
０
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。

交
通
指
導
員
辞
令
交
付
及
び

退
任
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

竹田新団長

退任される荒堀さんへ記念品贈呈

新指導員に辞令交付

所長  前田泰臣さん田川徳秀さん

楠本満さん

宮本正男さん

竹下　正さん 交番相談員  折戸年明さん

み
な
べ
幹
部
交
番
・
駐
在
所

各
団
体
等
も
新
体
制
で
始
動

荒
堀
消
防
団
長
が
退
任
し
、竹
田
新
団
長
が
就
任

各
団
体
等
も
新
体
制
で
始
動

荒
堀
消
防
団
長
が
退
任
し
、竹
田
新
団
長
が
就
任

各
団
体
等
も
新
体
制
で
始
動

荒
堀
消
防
団
長
が
退
任
し
、竹
田
新
団
長
が
就
任
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み
な
べ
幹
部
交
番（
℡
７2
ー
２
０
２
９
）

み
な
べ
幹
部
交
番（
℡
７2
ー
２
０
２
９
）

西
本
庄
駐
在
所

（
℡
７4
ー
２
１
１
０
）

西
本
庄
駐
在
所

（
℡
７4
ー
２
１
１
０
）

清
川
駐
在
所

（
℡
７6
ー
２
０
２
５
）

清
川
駐
在
所

（
℡
７6
ー
２
０
２
５
）



平
成
25
年
度
財
政
公
表

平
成
25
年
度
財
政
公
表

14億 7.952万 7
4億 8.302万 1
3億 1,520万 1
6億 1,728万 8
4億 2,371万 2
1億　　97万 1

2,101万 6
1億 1,595万 0
1億 4,347万 9

78万 8
2億 5,415万 8

7,105万 6
2,339万 0
4,851万 7

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

14億7,952万 7
4億 7,860万 0
2億 9,055万 1
3億 2,623万 3
2億 4,212万 8

7,547万 1
2,101万 6

1億 1,595万 0
1億 4,895万 1

78万 8
2億 5,415万 8
1億 5,046万 2

2,861万 4
5,291万 6

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

下 水 道 基 金
育 英 奨 学 金 貸 付 基 金
土 地 開 発 基 金
高額療養費等貸付基金
公 共 料 金 支 払 基 金
合 計

1億7,393万 1
1億 1,344万 8
4億 8,672万 2

324万 8
4,000万 0

49億 1,542万 3

千円
千円
千円
千円
千円
千円

1億8,197万 1
1億 1,344万 8
4億 8,672万 2

324万 8
4,000万 0

44億 9,075万 4

千円
千円
千円
千円
千円
千円

財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
福 祉 基 金
地 域 づ く り 基 金
公 共 施 設 整 備 基 金
生 涯 学 習 推 進 基 金
中山間ふるさと水と土保全基金
町 営 住 宅 改 修 基 金
防 災 基 金
国 民 宿 舎 整 備 基 金
環境保全地域活性化基金
国 保 財 政 調 整 基 金
介 護 給 付 費 準 備 基 金
簡易水道事業財政調整基金

普 通 会 計 債
特 別 会 計 債
合 計

129億 4,583万 0
70億 3,615万 7
199億 8,198万 7

131億 4,085万 6
70億 9,042万 7
202億 3,128万 3

名 称
平 成 ２ 6 年 ３ 月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２ 5 年 ３ 月 末
現 在 高

名 称
平 成２ 6 年 ３月 末
現 在 の 見 込 高

平 成 ２ 5 年 ３ 月 末
現 在 高

会 計 名 当 初 予 算 額
平 成 26 年 3 月 末 現 在 収 入

収 入 済 額

平 成 26 年 3 月末 現 在 支 出

支 出 済 額 支出割合収入割合

そ の 後 の

補 正 予 算 額

平 成 26 年 3 月 末

現 在 の 予 算 額

千円
千円
千円

千円
千円
千円

91億4,091万 7

48億　 306万 9

20億 4,643万 5

2億 6,541万 4

14億 2,614万 7

2億 9,731万 7

6億 5,132万 1

1億 1,643万 5

139億 4,398万 6

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

14億6,456万 6

2億 2,106万 5

1億 2,861万 6

1,254万 7

7,191万 3

0

△ 1,567万 5

2,366万 4

16億 8,563万 1

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

106億 　548万 3

50億 1,047万 0

21億 7,505万 1

2億 7,796万 1

14億 9,806万 0

2億 9,731万 7

6億 3,564万 6

1億 2,643万 5

156億 1,595万 3

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

85億　 914 万 0

37億 7,894万 2

18億 1,577万 6

1億 4,064万 5

12億 2,677万 9

1億 6,463万 5

3億 2,697万 1

1億　 413万 6

122億 8,808万 2

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

80.2%

75.4%

83.5%

50.6%

81.9%

55.4%

51.4%

82.4%

78.7%

74億 4,366万 9

42億 7,895万 2

19億　 605万 7

2億 5,810万 8

13億 1,028万 7

2億 7,567万 8

4億 4,016万 8

8,865万 4

117億 2,262万 1

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

70.2%

85.4%

87.6%

92.9%

87.5%

92.7%

69.2%

70.1%

75.1%

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

農業集落排水事業

公共下水道事業

簡 易 水 道 事 業

総 合 計

表３　町債の状況

表２　基金の状況

表１　平成25年度予算の3月末日の執行状況

注意　一般会計、農業集落排水事業会計、公共下水道事業会計の予算については、平成24年度の繰越予算が含まれます。

（
３
月
末
現
在
）

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
、特
別
会

計
の
３
月
31
日
現
在
の
執
行
状
況
、

基
金
の
状
況
、町
債
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
基
金（
町
の
貯
金
）は
、財
政
調
整

基
金
14
億
７
９
５
２
万
７
千
円
、減

債
基
金
４
億
８
３
０
２
万
１
千
円
、

福
祉
基
金
３
億
１
５
２
０
万
１
千

円
、地
域
づ
く
り
基
金
６
億
１
７
２

８
万
８
千
円
な
ど
合
計
49
億
１
５
４

２
万
３
千
円
の
見
込
み
で
す
。

　
町
債（
町
の
借
金
）は
、一
般
会
計

な
ど
の
普
通
会
計
債
が
１
２
９
億
４

５
８
３
万
円
。簡
易
水
道
事
業
、公

共
下
水
道
事
業
、農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
特
別
会
計
債
が
70
億

３
６
１
５
万
７
千
円
で
す
。

　
平
成
25
年
度
の一般
会
計
と
特
別

会
計
の
年
度
末
の
予
算
額
は
、合
計

１
５
６
億
１
５
９
５
万
３
千
円
に
な

り
ま
す
。

　
一
般
会
計
１
０
６
億
５
４
８
万
３

千
円
の
う
ち
、収
入
済
額
は
85
億
９

１
４
万
円
で
、主
な
も
の
は
次
の
通

り
で
す
。〔（
　
）内
は
予
算
額
に
対

す
る
収
入
割
合
〕

▼
町
税
15
億
８
３
７
２
万
３
千
円

（
１
１
３
・
７
％
）▼
地
方
交
付
税
42

億
１
７
６
万
３
千
円（
１
０
９・４
％
）

▼
国
庫
支
出
金
９
億
１
６
２
１
万
６

千
円（
72
・４
％
）▼
県
支
出
金
３
億

８
２
５
９
万
５
千
円（
32
・１
％
）

　
町
の
会
計
年
度
は
４
月
か
ら

３
月
ま
で
で
す
が
、出
納
整
理

（
お
金
の
出
し
入
れ
）は
５
月
末

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
受

け
入
れ
や
支
払
い
が
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、下
の
各
表
は
決
算
額
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。な
お
、水
道
事
業
会

計
は
、地
方
公
営
企
業
法
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、広
報
11
月
号

で
他
の
会
計
と
と
も
に
決
算
報

告
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
会
計
の
執
行
状
況（
表
１
）

基
金
の
状
況（
表
２
）

町
会
計
の
執
行
状
況（
表
１
）

町
債
の
状
況（
表
３
）

▼
繰
越
金
６
億
８
８
７
６
万
円（
１
０

０
％
）▼
町
債
１
億
２
３
２
０
万
円

（
９・１
％
）

　
ま
た
、支
出
済
額
は
74
億
４
３
６

６
万
９
千
円
で
、主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。〔（
　
）内
は
予
算
額
に

対
す
る
支
出
割
合
〕

▼
総
務
費
７
億
４
４
０
６
万
３
千
円

（
56
・７
％
）▼
民
生
費
13
億
２
３
２

２
万
３
千
円（
70
・
４
％
）▼
衛
生
費

４
億
６
８
６
５
万
１
千
円（
80
・７
％
）

▼
農
林
水
産
業
費
５
億
５
６
５
５
万

６
千
円（
54
・
９
％
）▼
土
木
費
３
億

６
１
７
４
万
５
千
円（
37
・６
％
）▼
消

防
費
２
億
９
３
６
９
万
４
千
円（
73
・

６
％
）▼
教
育
費
13
億
２
１
１
０
万
円

（
81
・３
％
）▼
公
債
費
16
億
７
８
０

０
万
１
千
円（
99
・
４
％
）▼
災
害
復

旧
費
５
億
３
７
３
９
万
９
千
円（
55
・

５
％
）

広報みなべ　2014.5

10

　「
平
成
26
年
　
み
な
べ
町
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」を
作
成
し
ま
し

た
。

 

今
回
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ

は
、平
成
24
年
８
月
の
内
閣
府
公

表
の
想
定
の
も
と
に
、和
歌
山
県

が
よ
り
詳
細
な
地
形
デ
ー
タ
等

を
用
い
、平
成
25
年
３
月
に
公
表

し
た
津
波
浸
水
想
定
に
よ
り
作

成
し
て
い
ま
す
。

 

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ

り
想
定
さ
れ
る
み
な
べ
町
で
の
津

波
浸
水
域
や
浸
水
深
の
情
報
と

と
も
に
、津
波
避
難
場
所
の
情
報

や
避
難
の
心
得
、い
ざ
と
い
う
と

き
の
連
絡
先
な
ど
災
害
に
対
す

る
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、必
ず
一度
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

 

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
を
こ
の
広
報
誌

と
一
緒
に
各
戸
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
家
庭
の
目

に
付
く
と
こ
ろ
に
常
備
し
、家
庭

内
や
地
域
内
で
の
取
り
組
み
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

津
波
か
ら
の
避
難
は
、「
揺
れ
た

ら
ま
ず
逃
げ
る
」の
徹
底
と
、よ

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、国
で

は
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
や
関
係
法
令
の
改
正
が
行
わ

れ
、和
歌
山
県
で
も
国
の
改
正
に

あ
わ
せ
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
動

向
を
踏
ま
え
、み
な
べ
町
で
は
平

成
25
年
度
に
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
に
着
手
し
、み
な
べ
町

地
域
防
災
計
画（
平
成
25
年
度

修
正
）を
、平
成
26
年
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

　
地
域
防
災
計
画
は
、災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
い
て
町
防
災

会
議
が
作
成
す
る
計
画
で
、み
な

べ
町
地
域
に
か
か
る
災
害
に
対

し
、町
土
並
び
に
町
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、災
害
対
策
の
実
施
す
べ

き
事
務
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
今
回
修
正
の
主
な
内
容
は
、南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
被
害
想
定

の
追
加
や
、災
害
時
要
援
護
者

（
避
難
行
動
要
支
援
者
）や
女

性
、子
供
の
視
点
に
立
っ
た
き
め

細
や
か
な
防
災
対
策
の
推
進
等

の
追
加
、災
害
ご
と
の
避
難
所
の

指
定
や
物
資
の
調
達
、供
給
活

動
の
追
加
な
ど
、災
害
対
策
基

本
法
等
の
改
正
及
び
そ
の
他
の

関
係
法
令
と
の
整
合
性
を
図
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
町
が

検
討
し
て
き
た
各
種
防
災
事
業

等
を
反
映
し
、災
害
発
生
時
に

は
、ま
ず「
自
分
の
生
命・財
産
は

自
分
で
守
る
」と
い
う
心
構
え
と

行
動
を
基
本
と
し
、自
主
的
な

災
害
予
防
に
努
め
て
も
ら
う
た

め「
町
民・事
業
者
の
役
割
」や
安

全
で
安
心
で
き
る
町
民
生
活
を

確
保
し
て
い
く
た
め
の
事
前
防

災・減
災
の
取
り
組
み
な
ど
を
追

加
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
べ
町
地
域
防
災
計
画
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.m
inabe.l

g.jp/docs/2013090900288/

り
安
全
な
高
台
へ
の
迅
速
な
避

難
に
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

 

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
は
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.m
inabe.l

g.jp/docs/2013091000550/

ア
ド
レ
ス

ア
ド
レ
ス

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、国
で

は
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

の
追
加
、災
害
ご
と
の
避
難
所
の

指
定
や
物
資
の
調
達
、供
給
活

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
は
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow
n.m
inabe.l

g.jp/docs/2013091000550/
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み
な
べ
町
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た

「
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、迷
わ
ず
高
台
へ
避
難
！
」

み
な
べ
町
地
域
防
災
計
画

　（平
成
25
年
度
修
正
）を
策
定



「我ら梅の里寝込まんず」１１期生
いつまでも若々しい体で

大切な生命を守るために。自転車に乗る前には点検も忘れずに！

NEWS

　４月になり新しい学年での学校生活が始まりました。各学校では、通学途中などの事故防止のため、警察官や交通指
導員さんの指導のもと、交通安全教室が開かれています。清川小学校では４月15日に学校のグラウンドで、横断歩道の
渡り方や自転車の乗り方などを勉強しました。また、16日には岩代小学校３年生の子どもたちが、自転車のタイヤの空気
圧やブレーキの効き具合などを点検した後、国道を横断する練習をしました。

　今年１月から、はあと館で毎週水曜日（全11回）で開催した「我ら梅の里寝込ま
んず」の教室が3月26日に修了し、参加者30名に修了証明書が交付されました。
　参加者（実年齢平均71歳）は、教室前後に体力測定を実施し、教室前の体力
年齢50歳から教室終了後には体力年齢が47歳になっており、平均3歳若返りま
した。講師は健康運動指導士 中図弥生さんです。
　参加者からは、「夜もよく眠れるようになった。」「普段、筋肉を使っていないこと
がよくわかった。スムーズに歩けるようになった。これからも続けていきたい。」など
といった声が聞かれました。今後は、はあと館で実施している寝込まんず自主
サークルへ入り、サークルのメンバーと共に頑張っていきます。

清川小学校で 岩代小学校で
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「高城中学校・清川中学校」閉校式＆開校式
思い出は語り尽くせません
新たな出発に向けて、両校で閉校式

　清川中学校では、３月23日に閉校式がおこなわれ、各世代を代表して４人の
卒業生と現役中学生の代表が、思い出の写真上映とともに、それぞれ思い出を
語りました。また、中学生による合唱や清中太鼓も披露され、最後に全員で校歌
を斉唱しました。式典終了後には、中学生や地域のみなさんが運動場に集合
し、「ありがとう清中　2014」の人文字をつくり空から記念撮影をしました。
　みんなで参加した閉校式典も、清川中学校の思い出の１ページに加わり、こ
れからも語り継がれていくことでしょう。
　翌24日には、高城中学校の閉校式が、関係者や生徒たちにより執り行われま
した。

強く明るく学び合う（校歌の一節より）
全校生徒６６名、教職員１４名で、新 高城中学校が開校

　４月から清川中学校と高城中学校が統合し、新しい高城中学校となり、４月６日に高城中学校の開校式が行われま
した。町長や教育委員長及び来賓の方々から、新中学校開校に対するお祝いと学校や生徒のみなさんへ期待と激
励の言葉が述べられました。その後、新中学校の校歌を作詞された高城中学校出身で中学校教諭の玉井和子さん
（芝）と、作曲を担当した作曲家の千原英喜さん（西宮市）も見守る中、生徒が新高城中学校の校歌を披露しました。
また、生徒代表や上村校長から、学校生活に対する誓いや抱負が述べられました。

歴代の卒業写真を展示 思い出を語る卒業生 清中太鼓を披露

新しい校歌を披露 校歌の作詞者、作曲者に感謝状を贈呈 スクールバスで通学が始まります

校旗の返納

閉校にあたり

広報みなべ　2014.5

13



　明治２６年生まれ、英語とはな
んの縁もなかった商家の娘が英
語と出会い、「英語のお花ちゃ
ん」と呼ばれるようになり、やがて
『赤毛のアン』を翻訳するまでの
物語。村岡花子さんは戦争、関
東大震災、子どもの死などを乗り
越えた、働く女性の大先輩です。
●こんにちは、トーテム・ポール（浮
橋美頭）●ポプラディア大図鑑 
人体●うんこはごちそう（伊沢正
名）●たべものくらべっこえほん
（高田昌江）●横綱白鵬 試練の
山を越えてはるかな頂へ（小松
成美）●むかしむかしとらとねこは
……（大島英太郎）●庭にたね
をまこう！（ロビンソン）●お父さん、
牛になる（晴居彗星）

ゆめよみ館・子ども向け

 「子育ては慌しいけれど、上質

な時間です。耳をすまして、目を

こらして。」ベテランの幼稚園教

諭である著者が、入園からの１

２ヶ月、季節の移ろいと共に成長

する子どもの姿を見守りながら、

子育て中のお母さんにあたたか

なメッセージを贈ります。

●ジェームズ・ボンドは来ない（松

岡圭祐）●師父の遺言（松井今

朝子）●夜明けのラジオ（石田

千）●ドラッカーの実践マネジメ

ント教室（Ｐ・Ｆ・ドラッカー）●世界

の美しい飛んでいる鳥（澤井聖

一編）●日本料理の歴史（熊倉

功夫）●みまもることば（石川憲

彦）

ゆめよみ館・大人向け

　2009年に亡くなった小説家、

栗本薫（中島梓）の未発表童

話。出版社に依頼されたもので

も出版するつもりで書いたもので

もなく、自分の息子だけのために

書いた物語だそうです。生まれ

たばかりの息子への、深い深い

想いを感じる童話、4編を収録。

●ゴナンとかいぶつ（バーサンス

レン・ボロルマー）●砂漠の大研

究（片平孝）●動物を守りたい

君へ（高槻成紀）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
５月14日（水）午後3時から

　家族で、地域で、子どもと過ごす時間を楽しんでみません
か。大人も子どもも一緒に楽しめる料理や工作、懐かしい昔
の遊びの本、子ども達が活躍する物語などを紹介します。

「子どもとふれあう」1階

　あたたかくなると足元でいろんなちいさな生きものが動きだ
します。ふだん見ている生きものの知らないヒミツなど、さまざま
な絵本をおたのしみください。

「ちいさな生きものたち」2階

子
ど
も
た
ち
の
四
季

　

　
　
　
　
　

       

宮
里
暁
美（
主
婦
の
友
社
）

「
赤
毛
の
ア
ン
」と
花
子

　
　
　
　
　
　村
岡
恵
理（
学
研
教
育
出
版
）

い
つ
か
か
え
る
に
な
る
日
ま
で

　
　
　
　栗
本
薫（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
マ
ガ
ジ
ン
）

３日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　 おはなし会（14:00～）

７日（水）休館

８日（木）ちいさいひとのためのおはなし会

　　　 （0～3歳）（10：30～）

10日（土）おはなし会（14:00～）

　　　　わかやま絵本の会・絵本展

　　　　（～18日）

11日（日）わくわく・どきどき・しっとり

　　　  おはなしの森（14:00～）

12日（月）休館

17日（土）おはなし会（14:00～）

19日（月）休館

22日（木）ちいさいひとのためのおはなし会

　　　 （0～3歳）（10：30～）

24日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　  おはなし会（14:00～）

26日（月）休館

30日（金）休館（館内整理日）

31日（土）おはなし会（10:30～）

6月2日（月）休館

ゆめよみ館・5月のカレンダー

ゆめよみ館は祝日も開館しています

●そだてば（鈴木のりたけ）
●本当に「英語を話したい」キ
ミへ（川島永嗣）●星のかけら
（重松清）

　ろうそくを灯して昔話を語ります。どうぞ、お越しください。（前半
は５歳くらいから、後半は２年生くらいから楽しめます。）

　１９８６年から２８年にわたって活動された「わかやま絵本の会」
制作の絵本を、「わかやま絵本の会文庫」のみなさんが展示して
くださいます。郷土のお話をぜひご覧ください。

わかやま絵本の会・絵本展

わくわく・どきどき・しっとり

　ボランティアさんのご協力
で町内４か所で開催しまし
た。子どもたちが描いてくれ
たおすすめの本のイラストも
大好評でした！

春休み・おすすめの本の展示とおはなし会

5月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信５月１０日（土）～１８日（日）　図書館展示コーナー

５月１１日（日）午後２時から　２階会議室

～おはなしの森～
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
森
林
や
山
の
緑
は
、私
た
ち
に

限
り
な
い
恵
み
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

　
人
類
共
通
の
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
財
産
を
、皆
さ
ん
の
協
力
を

得
な
が
ら
守
り
育
て
、地
球
環
境

の
保
全
や
緑
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

く
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が

「
緑
の
募
金
」で
す
。

　
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

募
金
は
、森
林
の
整
備
や
緑
化
等

の
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、募
金
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
紀
州
材
」の
利
用
促
進
を
目

的
と
し
て
、一
定
の
条
件
の
も
と
、

個
人
の
方
が
紀
州
材
を
使
用
し

て
県
内
に
住
宅
を
建
設
す
る
場

合
、ま
た
は
既
存
住
宅
の
増
改
築

を
行
う
場
合
に
、県
の
補
助
金

（
最
高
20
万
円
）が
受
け
ら
れ
ま

す
。

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

【
受
付
期
間
】

平
成
27
年
３
月
13
日
ま
で（
先
着

順
）

【
主
な
条
件
】

◆
補
助
対
象
木
材
の
条
件

○
木
材
含
水
率
が
25
％
以
下
で

あ
り
、県
の
証
明
基
準
に
よ
り
紀

州
材
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
る
も
の

○
住
宅
の
基
礎
地
盤
改
良
に
用

い
ら
れ
る
木
製
の
土
中
杭

◆
住
宅
の
条
件

○
新
築
の
場
合
＝
申
請
者
自
ら

が
居
住
す
る
目
的
で
建
設
す
る

木
造
住
宅

○
増
改
築
の
場
合
＝
建
築
基
準

法
上
の
許
可
又
は
届
け
出
が
必

要
な
規
模
の
も
の

◆
そ
の
他
の
条
件

○
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場
で

の
施
工
が
完
了
す
る
こ
と

○
他
の
補
助
金
等
と
重
複
受
給

が
な
い
こ
と

【
申
し
込
み
方
法
】

　
補
助
対
象
木
材
の
工
事
現
場

で
の
施
工
に
着
手
す
る
日（
棟
上

げ
又
は
土
中
杭
打
設
）の
３
日
前

（
休
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）ま
で

に
、所
定
の
様
式
に
よ
り
日
高
振

興
局
林
務
課
に
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
は
、建
築
確
認
済

通
知
書
の
写
し
等
も
必
要
で
す
。

【
申
し
込
み
及
び
問
い
合
せ
先
】

〒
６
４
４̶

０
０
１
１

御
坊
市
湯
川
町
財
部
６
５
１

日
高
振
興
局
地
域
振
興
部
　
林

務
課（
℡
０
７
３
８̶

24̶

２
９
１

２
）

補助金額（１棟当たり）

紀州材の使用量(㎥)

５㎥以上10㎥未満

10㎥以上15㎥未満

15㎥以上

補　助　金　額

  ６０，０００円

１３０，０００円

２００，０００円
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「
緑
の
募
金
」運
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
住
宅
支
援
事
業

紀
州
材
で
家
を
新
築・増
築
し
ま
せ
ん
か



総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
は
、今
年
も
次
の
通
り
一
般

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料

で
行
い
ま
す
。（
診
断
費
用
４
万

４
０
０
０
円
は
、国・県・町
が
負

担
し
ま
す
）

■
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
①
〜
④
す
べ
て
に
該
当

す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

①
町
内
に
存
す
る
一
般
木
造
住

宅
で
、実
際
に
住
ん
で
い
る（
共
同

住
宅
や
長
屋
住
宅
、店
舗
な
ど

と
の
併
用
住
宅
も
含
む
）

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築（
工
事
着
工
）さ
れ
た

③
地
上
階
数
が
２
階
以
下
で
、延

べ
床
面
積
が
２
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る

④
木
造
の
在
来
工
法（
軸
組
み
工

法
・
伝
統
的
工
法
）で
建
て
ら
れ

た■
募
集
棟
数
　
７
棟

■
申
込
受
付
期
間

　
５
月
１
日（
木
）〜
５
月
30
日

（
金
）（
土・日・祝
日
は
除
く
）

■
申
込
方
法
及
び
申
込
先

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
込
用
紙
は
、総
務
課
、

高
城
公
民
館
、清
川
公
民
館
に

用
意
し
て
い
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
診
断
実
施

　
診
断
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

県
知
事
の
認
可
を
受
け
た「
県

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」か
ら

直
接
申
請
者
に
連
絡
が
入
り
ま

す
。

　
く
わ
し
く
は
、総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
第
２
回
定
例
町
議

会
が
、５
月
20
日（
火
）か
ら
開
催

さ
れ
ま
す（
予
定
）。

　
定
例
町
議
会
で
は
、町
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
予

算
や
条
例
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、

町
が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各

議
員
が
質
問
す
る「
一
般
質
問
」

も
行
わ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
、お
誘

い
あ
わ
せ
て
傍
聴
に
お
こ
し
く
だ

さ
い
。ま
ち
づ
く
り
に
つい
て
共
に

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
開
会
や一般
質
問
な
ど
の
日
程

に
つ
い
て
は
、町
内
一
斉
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

の
自
動
車（
軽
自
動
車
税
対
象

車
種
を
除
く
）の
所
有
者
等
に

毎
年
納
税
し
て
い
た
だ
く
県
税

で
、行
政
サ
ー
ビ
ス
の
貴
重
な
財

源
と
な
って
い
ま
す
。

 

納
期
限
は
６
月
２
日
で
す

　
今
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
、６
月
２
日（
月
）で
す
。納

税
は
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融

機
関
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
へ
。ペ
イ
ジ
ー

対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

イ
キ
ン
グ
、パ
ソ
コ
ン・
携
帯
電
話

か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

付
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。（※

車

検
時
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
の
で
、納
税
証
明
書
を
車
検

証
と
と
も
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
）

 

自
動
車
税
の
減
免

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳・戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、名

義
や
障
害
の
程
度
な
ど一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
が
、申
請
に
よ
り

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

問
い
合
せ
先

●
紀
中
県
税
事
務
所（
有
田
総

　
合
庁
舎
内
）

　
有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５

　
５
│
１

　
℡
０
７
３
７
│
64
│
１
２
５
９

自
動
車
税
の
納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

住
ま
い
の
耐
震
診
断
し
ま
せ
ん
か

第
２
回
定
例
町
議
会（
５
月
議
会
）は

５
月
20
日（
火
）開
会
予
定

対
象
は
昭
和
56
年
５
月
以
前
建
築
の
木
造
住
宅
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※口径13㍉の場合、基本水量内の使用ですと、基本料金1,479円とメーター使用料129円の合計1,608円になります。

　4月1日から消費税率が5％から8％に引き上げられたことに伴い、水道料金と公共下水道料金は
７月に納入していただく５月・６月使用分から新料金になります。増税後の新料金は下表の通りで
す。
（水道料金は基本料金とメーター使用料と超過料金の合計額、公共下水道使用料金は基本料金と
超過料金の合計額です）

生活環境課 
水道係（℡７2ー3085）・下水道係（℡７2ー3605）

からお知らせ

生活環境課 
水道係（℡７2ー3085）・下水道係（℡７2ー3605）

からお知らせ

上・下水道料金は
５月・６月使用分から消費税率８％に

(料金はいずれも2か月分）■水道料金

口径
基本
水量 旧料金

1,43813㍉
20㍉
25㍉
40㍉
50㍉
75㍉

20

40

100㍉

3,674

5,880

1,479

3,780

6,048

41

106

168 6,300 6,480 180

新料金 比較（増額）

メーター使用料  超過料金（１㎥につき）基本料金

㎥ 円 円 円
旧料金

84 86 2

220 226 6

168 172
4,000㎥まで

4,001㎥から
4

262 270 8

105 108 3

新料金 比較（増額）
円 円 円

旧料金

126
210
314
630
1,470
2,100

129
216
324
648
1,512
2,160

3
6
10
18
42
60

新料金 比較（増額）
円 円 円

※基本料金と超過料金の合計額の10円未満は切り捨てとなります。基本水量内の使用ですと基本料金のみの2,590円
　です。

(料金はいずれも2か月分）■公共下水道使用料金

基本水量 旧料金

2,52020 2,592 72

新料金 比較（増額） 超過水量

超過料金（１㎥につき）基本料金

㎥ 円 円 円

20㎥を超え、60㎥まで  
60㎥を超え、100㎥まで  
100㎥を超え、200㎥まで  
200㎥を超え、400㎥まで  
400㎥を超える分

旧料金

136.5
147.0
157.5
168.0
189.0

140.4
151.2
162.0
172.8
194.4

3.9
4.2
4.5
4.8
5.4

新料金 比較（増額）
円 円 円



ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
℡
７4
ー
３
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

　
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
が
こ
れ
ま
で
県
下
で

行
っ
て
き
た
動
脈
硬
化
検

査
の
結
果
を
ふ
ま
え
な
が

ら
、脳
血
管
疾
患
や
心
疾

患
、腎
臓
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
や
認
知
症
の
予
防

に
つ
い
て
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。こ
れ
ま
で

動
脈
硬
化
検
査
を
受
け
た

方
、ま
た
今
年
受
け
よ
う

と
思
って
い
る
方
は
是
非
お

こ
し
く
だ
さ
い
。先
生
方
に

よ
る
個
別
相
談
も
あ
り
ま

す
。

　
各
地
区
で
開
催
す
る
ミ

ニ
健
康
講
座
は
次
の
と
お

り
で
す
。 知

っ
て
得
す
る
健
康
講
座
！

〜
健
康
長
寿
を
め
ざ
し
て 

            
現
在
社
会
と
生
活
習
慣
病
〜

住所地に関係なく、どこにでも参加できます。参加費は無料で、申し込みは不要です。
※血圧測定、健康相談コーナーを設けています。先生方の個別相談もあります。
※ミニドック（国保特定健診・がん検診）の申し込み受け付けも行います。

ふれ愛センター

岩 代 公 民 館

清 川 公 民 館

高 城 公 民 館

役 場

開 催 場 所 開 催 日 時 間 講 師 先 生

５月８ 日（木）

５月10日（土）

５月29日（木）

５月30日（金）

５月29日（木）

５月30日（金）

午後２時～３時30分

午後１時～２時30分

午後２時～３時30分

午後7時～８時30分

午後２時～３時30分

午後２時～３時30分

岡　 壇 先生

志波 充 先生

宮井信行先生

竹下達也先生

服部園美先生

上松右二先生

大
切
な
方
を

　

 

自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ

〜
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

    

苦
し
い
思
い
を
語
り
合
え
る
会
が
あ
り
ま
す
〜

　
大
切
な
人
を
自
死（
自
殺
）で

失
う
辛
さ
は
、言
葉
で
は
言
い
表

せ
ま
せ
ん
。残
さ
れ
た
人
は
、悲

し
み
や
自
責
感
、絶
望
感
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
に
心
が
揺
れ
動

き
、多
く
の
場
合
、苦
し
い
思
い
を

ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
が

ち
で
す
。　

　
こ
う
し
た
悲
し
み
や
辛
さ
を

安
心
し
て
語
り
あ
う
こ
と
が
で

き
る
、わ
か
ち
あ
い
の
会「
う
め
の

花
」を
２
ヶ
月
に
１
度
開
催
し
て

い
ま
す
。

●
日
時
　
偶
数
月
の
第
２
土
曜

日（
＊
８
月
の
み
金
曜
日
）

　
６
月
14
日
、10
月
11
日
、12
月

13
日
、平
成
27
年
２
月
14
日
の
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。

　
８
月
８
日（
金
）は
、午
後
７
時

〜
午
後
９
時
に
開
催
し
ま
す
。

●
場
所
　
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
和
歌
山
市
手
平
２
丁
目
１

―

２
　
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
内
）

●
対
象
　
大
切
な
人
を
自
死
で

失
っ
た
方（
家
族・知
人・友
人
）に

限
り
ま
す
。

●
参
加
費
　
お
茶
代
と
し
て
、１

人
２
０
０
円
。

●
申
込
先
　
は
あ
と
ラ
イ
ン（
和

歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

℡
０
７
３
│
４
２
４
│
１
７
０
０

（
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
45
分
）

＊
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
時
保
育
　
１
歳
か
ら
小
学
２

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
場

合
は
、事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※

そ
の
他
の
年
齢
の
お
子
さ
ん

を
お
持
ち
の
方
も
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
主
催
　
わ
か
ち
あ
い
の
会
和

歌
山「
う
め
の
花
」

●
協
力
　
和
歌
山
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
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　人事院では、平成26年度国家公務員採用一般職試験（高卒者試
験）を次の通り実施します。

●応募資格
●受付期間
●試 験 日
●試験種目

18歳以上27歳未満で日本国籍を有する男子
年間を通じて行っています。
受付時にお知らせします。
筆記試験（国語・数学・社会及び作文）、口述試験、適性検査及
び身体検査
＊願書請求、その他お問い合わせは、自衛隊御坊地域事務所
(℡０７３８-23-００２０)
または役場総務課へ。自衛隊和歌山地方協力本部ホームペー
ジもご覧ください。
 (http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/)

●日　　時
●場　　所
●相談内容

●予約受付

５月20日（火）　午後１時～午後４時
日高振興局　御坊市湯川町財部６５１
弁護士や県民相談員による法律相談、行政相談、その他一般相談。
＊相談時に参考資料があれば持参してください。
相談は無料で、秘密は厳守します。
５月２日（金）から
日高振興局総務県民課（℡０７３８－24－２９３６）へ電話予約
（先着10名）

試験の区分●

●

●

●

●

●

事務・技術・農業・農業土木・林業

受 験 資 格 ①平成26年４月１日において、高等学校又は中等教育学
校を卒業した日の翌日から起算して２年を経過していな
い者及び平成27年３月までに高等学校又は中等教育学
校卒業見込みの者　
②人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

申込受付期間 ◎インターネット受付　６月23日（月）～７月２日（水）
◎郵送又は持参　６月23日（月）～６月26日（木）

第１次試験日 平成26年９月７日（日）

試 験 地 和歌山市、田辺市　ほか

問い合わせ先 人事院近畿事務局 試験第二係（℡06－４７９６－２１９１）
〒５５３－８５１３　大阪市福島区福島１－１－60
＊受験案内は５月12日（月）からホームページに掲載及び
配布を行ないます。
ホームページは
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo01_Ｂ.htm

自衛官候補生の募集自衛官候補生の募集青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

国家公務員採用一般職試験
（高卒者試験）

平成26年度　移動相談

自衛隊では、次のとおり自衛官候補生（男子）を募集しています。
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　みなべ町は、和歌山県内でも健診受診率は高
い方ですが、まだまだ国が定める目標（60％）には
達成できていません。
　24年度の町の対象者3,839人のうち、受診され
た方は1,632人、受診率42.5％でした。
＊県内市町村国保平均受診率は29.6％
　町では、35才から特定健診が受診できます。健診
は7月中に実施しますので、ぜひ受診してください。
　ただ今、申し込み受け付け中です。

トレーニング教室

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

日 本 脳 炎 （ 場所 ふれ愛センター ）

５月16日（金）13：00～13：30

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

接　種　名 対 　 　 象 実　施　日

対象のお子さんには、案内状（問診票同封）を送っています。

Ⅰ期初回

受付時間：13：00～13：20

対象：平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ

岩代地区を除く
旧南部町地区 ５月13日（火）

岩代地区及び
旧南部川村地区 ５月23日（金）

２回目

４・10か月児健診
（平成25年7月、平成26年1月生まれ）

５月14日（水）13：00～13：30３歳６か月児健診
（平成22年10月・11月生まれ）

５月28日（水）13：00～13：30２歳６か月児歯科健診
（平成23年９月・10月生まれ）

５月１３日（火）
   9：00～10：30　堺漁港
  12：00～14：00　ウメタ様駐車場
  14：30～16：30　はあと館前
　　　　　　　【南部ライオンズクラブ･町共催】
田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは
本人であることを証明できるもの（運転免許証な
ど）をご持参ください。
＊できるだけ４００ｍℓの献血にご協力をお願いし
ます。（体重５０㎏以上の方）

献血にご協力をお願いします

国保特定健診・特定保健指導実施状況
（平成24年度）

　健診受診者1,632人中、メタボリック症候群の予
防が必要と診断された方は、178人です。
　そのうち、健康塾利用者は143人、健康塾修了
者は95人で、終了率53.4％でした

特定保健指導対象（健康塾）

からだの中は目に見えません
健診を受けて毎年健康チェックを！

と　き：５月２２日（木）13:30～15 :00
ところ：ふれ愛センター　
対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容：①妊娠中のママの食事は大丈夫
　　　　②離乳食の進み方は大丈夫？

マタニティー＆ベビーサロン

5月2日（金）・９日（金）・16日（金）・23日（金）・30日（金）
18：00～20：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行
う楽しい体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

※５月16日(金) 上南部中学校の生徒が思春期体験学習に来ます。

２回目

おひさま広場（保育所開放)
（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）
５月はお外で自由遊び（南部保・愛之園保は雨天中止）

２日(金)・20日(火)

８日(木)

８日(木)・20日(火)

21日(水)

20日(火)

高城保育所（℡75-2044）

清川保育所（℡76-2251）

上南部保育所（℡74-3022）

南部保育所（℡72-4520）

愛之園保育園（℡72-2371）

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：00

10：00～11：00

場所：はあと館
 （社会福祉センター）
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１
歳
６
か
月
児
健
診
で
は
、ほ

と
ん
ど
の
お
子
さ
ん
に
む
し
歯
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、３
歳
６
か
月
児

健
診
で
は
、む
し
歯
の
あ
る
お
子

さ
ん
が
急
増
し
、全
体
の
４
割
程

度
の
お
子
さ
ん
に
む
し
歯
が
み
ら

れ
ま
す
。フ
ッ
素
塗
布
を
す
る
こ

と
で
、子
ど
も
の
頃
か
ら
健
康
な

歯
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
、個
別
に
お
送
り

す
る
案
内
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
保
健
師
ま
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談・お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
か
ら
２
歳
６
か
月
児
健
診

３
歳
６
か
月
児
健
診
の
歯
科
健
診
後
、

希
望
者
に
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

５
月
か
ら
２
歳
６
か
月
児
健
診

３
歳
６
か
月
児
健
診
の
歯
科
健
診
後
、

希
望
者
に
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成

風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成

子
宮
頸
が
ん

　
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん

　
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
、胎
児
も
風
し
ん
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
、先
天
性
風
し
ん
症

候
群（
胎
内
感
染
に
よ
り
白
内

障
、先
天
性
心
疾
患・難
聴
な
ど

の
先
天
性
疾
患
）の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
中
は
風
し
ん
予
防
接
種

が
で
き
な
い
た
め
、家
族（
特
に

パ
ー
ト
ナ
ー
）の
方
が
接
種
を
心

が
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
、下
記
の
方
の
風
し
ん

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

〈
助
成
対
象
者
〉

●
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の

女
性

●
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者〈
助
成
内
容
〉

　
み
な
べ
町
が
契
約
し
て
い
る
医

療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
、無

料
で
接
種
で
き
ま
す
。

＊
契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種

し
た
場
合
は
接
種
費
用
を
払
い

戻
し
ま
す
。（
上
限
金
額
あ
り
）

〈
助
成
期
間
〉

　
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

〈
申
し
込
み
先
〉

　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー(

住
民
福
祉

課
）東
本
庄
１
０
０
番
地

〈
必
要
書
類
〉

●
印
鑑
●
本
人
確
認
で
き
る
も

の
●
妊
婦
の
配
偶
者
の
方
は
、前

記
に
加
え
て
母
子
健
康
手
帳

＊
払
い
戻
し
申
請
を
す
る
場
合

は
前
記
書
類
に
加
え
て
、領
収

書
、接
種
済
記
録（
風
し
ん
予
防

接
種
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
も

の
）、振
込
先
の
口
座
情
報

　
平
成
25
年
６
月
に
、子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
報
告

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
結
果
、ワ
ク
チ
ン
と
因
果

関
係
が
否
定
で
き
な
い
持
続
的

な
疼
痛
が
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
に
特
異
的
に
み
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、副
反
応
の
発
生

頻
度
等
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る

ま
で
の
間
、子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
積
極
的
に
勧
奨

し
な
い
よ
う
、厚
生
労
働
省
よ
り

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と

に
よ
り
、本
町
に
お
い
て
も
対
象

と
な
る
方
へ
の
積
極
的
な
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、対
象
者
の
う
ち
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、こ
れ
ま
で
ど

お
り
定
期
接
種
で
き
ま
す
の
で
、

有
効
性
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た

う
え
で
、ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー（
住
民

福
祉
課
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。●

対
象
者
　
中
学
１
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
の
女
子

５
月
12
日
は

「
看
護
の
日
」で
す

「
看
護
の
日
」を
含
む

１
週
間
を「
看
護
週
間
」

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社

会
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、看
護
の
心
、ケ
ア
の
心
、

助
け
合
い
の
心
を
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
分
か
ち
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
代
看
護
の
基
礎
を
築

い
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス・ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に
ち
な

ん
で
、毎
年
５
月
12
日
は

「
看
護
の
日
」、そ
し
て
看

護
の
日
を
含
む
１
週
間
を

「
看
護
週
間
」と
定
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
と
し

て
看
護
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

健
康
の
こ
と・暮
ら
し
方
の

こ
と
を
考
え
る
日
に
し
ま

せ
ん
か
？



木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日土 曜 日

◆緑の募金
◆消費者月間
◆水防月間
◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）

◆みどりの月間（～14日）
◆愛鳥週間（10日～16日）
◆看護週間（11日～17日）
◆情報通信月間
　（15日～6月15日）

◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）
◆禁煙週間（31日～6月6日）
◆不正大麻・けし撲滅運動
　（～6月30日）

2 3
■南部小、授業参観・ＰＴＡ総会
■高城小１～５年生、遠足
■南部中、マナーアップキャン　
　ペーン

■南部幼、避難訓練
■南部保、交通安全教室
　（県警ひまわり隊）
■上南部保・高城保・清川保、こど
　もの日の会
■高城保、バイキング給食
■上南部中、授業参観・親師会総会
■おひさま広場（開放保育）お外で
　自由遊び（10：00～、高城保）

41

9
■南部幼、幼稚園まつり
■ひかり保、遠足
■南部保、ミニミニ遠足
■南部小、交通安全教室
■岩代小、新体力テスト
■高城小・清川小６年生、修学旅行
　（～10日）
■おひさま広場（開放保育）お外で自由
　遊び（10：00～、上南部保・清川保）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
　（15：30～）

■愛之園保、避難訓練
■上南部保・清川保、園外保育
■高城中、交通安全教室
■人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

■ひかり保、おはなまつり
■愛之園保、保護者会・春の園庭清掃
■わかやま絵本の会・絵本展
　（ゆめよみ館・～18日）
■田辺年金事務所・年金相談窓口
　開設（9：30～16：00）

108 地質の日

16
■上南部保、絵本読み聞かせ
■南部小・岩代小６年生、修学旅行
　（～16日）
■上南部小６年生、修学旅行
　（～17日）
■清川小4年生、社会見学
■南部中３年生、修学旅行（～17日）
　１年生遠足

■高城小、交通安全教室
■上南部中２年生、思春期体験学習
■４・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
■2015紀の国わかやま国体軟式野
　球競技リハーサル大会（～19日）

■南部幼、廃品回収
■白梅幼、園開放日
■岩代小、環境整備作業（古紙・ア
　ルミ缶回収）

1715

23
■高城保・清川保・高城小・清川小、
　避難訓練
■高城中３年生、修学旅行（～24日）
■マタニティー＆ベビーサロン　
　（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談
　（13：00～・南部公民館）

■南部幼・高城保・清川保、交通安
　全教室（県警ひまわり隊）
■愛之園保・南部保・上南部保、避
　難訓練
■高城小３年生、梅のネット敷き
■日本脳炎予防接種、（13：00～・
　ふれ愛センター、岩代及び旧南
　部川村地区の対象児）

24 2522国際生物多様性の日

30
■清川保、保育参観
■南部長寿大学、フィールドワー
　ク（大阪市）

■ひかり保、避難訓練
■南部中、交通安全教室

■白梅幼、園開放日

3129 世界禁煙デー

■上南部中、廃品回収

11

■白梅幼、親子遠足
■清川小、日曜参観（救急救命法講
　習）

18

■上南部中３年生、修学旅行
　（～27日）

各納期　
水道料金・公共下水道使用料（3・4
月分）農業集落排水使用料（4・5月
分）の各窓口納付

6/1人権擁護委員の日

憲法記念日
鹿島神社明神祭

みどりの日

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日

広報みなべ　2014.5

23

●5月9日（金）13：30～15：30
●ふれ愛センター
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
●片町　はあと館

●22日（木）13：00～15：00　
●南部公民館（片町）
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●10日（土）（9：30～16：00）
年金相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
「℡03-6700-1165へ）

月～金曜日　
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・
祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
●ふれ愛センター

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆緑の募金
◆消費者月間
◆水防月間
◆憲法週間（1日～7日）
◆児童福祉週間（5日～11日）

◆みどりの月間（～14日）
◆愛鳥週間（10日～16日）
◆看護週間（11日～17日）
◆情報通信月間
　（15日～6月15日）

◆全国ごみ不法投棄監視ウィーク
　（30日～6月5日）
◆禁煙週間（31日～6月6日）
◆不正大麻・けし撲滅運動
　（～6月30日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児童
委員さんと一体になって活動する
主任児童委員さんもいます。近く
の民生児童委員さんのお名前やく
わしいことは、保健福祉課（℡
72-2544）へ。

5 6 7
■南部幼、参観日・ＰＴＡ総会

こどもの日

12 13 14
■南部幼、遠足
■町連合保護者会総会
　（17：30～・国民宿舎紀州路みなべ）

■愛之園保、園外保育
■高城保、クッキング
■南部長寿大学（14：00～・南部公民館）
■献血（9：00～10：30堺漁港
　12：00～14：00ウメタ様駐車場
　14：30～16：30はあと館前）
■日本脳炎予防接種、（13：00～・
　ふれ愛センター、岩代を除く旧
　南部町地区の対象児）

■愛之園保、クッキング
■高城小・清川小、新体力テスト
■南部中２年生、職場体験
　（～16日）
■3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

看護の日 製品安全点検日

19 20 21
■高城小、さつまいもの植えつけ
■こひつじランド育児講座
　「おにぎりもって出かけよう」
　（9：40～・小目津公園）
■ベビーマッサージ
　（13：30～・ふれ愛センター）

■岩代小、交通安全教室
■おひさま広場（開放保育）お外で
　自由遊び（10：00～、愛之園保・
　上南部保・高城保）
■町議会開会（予定）

■ひかり保、絵本読み聞かせ
■南部保・清川保、クッキング
■清川小、避難訓練
■おひさま広場（開放保育）お外で
　自由遊び（10：00～、南部保）

食育の日

26 27 28
各納期　
水道料金・公共下水道使用料（3・4
月分）・農業集落排水使用料（4・5
月分）の各口座振替

■南部保・南部幼、旅育（電車体験）
■高城保、園外保育
■上南部小、新体力テスト
■県こうのとり相談（田辺保健所）
　（14：30～）

■南部幼、磯遊び
■愛之園保、ｅcｏ孫爺 おじいちゃん・
　おばあちゃんとおそうじ大作戦
■南部小、避難訓練
■上南部小、交通安全教室
■2歳6か月児歯科健診
　（13：00～・ふれ愛センター）


